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平成 30 年１月 26日 

各 位 

会 社 名  さが美グループホールディングス株式会社 

 代 表 者 名  代表取締役会長 原 知己 

 （コード番号 ８２０１ 東証第一部） 

問 合 せ 先  執行役員（業務本部長） 井上 岳治 

（℡     0463-52-0860） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 29 年９月 25 日に公表いたしました、平成 30年２月期（通期）の業績予想を、下記の通り修正しまし

たので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

（1）平成 30 年２月期通期連結業績予想の修正（平成 29年２月 21 日～平成 30 年２月 28 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

一株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

１６，１０２ 

百万円

３１５

百万円

２８９

百万円 

１１５ 

円 銭

２．９０

今回修正予想（Ｂ） １５，９０９ １００ １１５ ５５ １．３９

増減額（Ｂ－Ａ） △１９３ △２１５ △１７４ △６０ 

増減率（％） △１．２ △６８．３ △６０．２ △５２．２ 

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 2 月期) 
１７，６２６ ２２４ ２０１ １，４７９ ３７．３４

 

（2）平成 30 年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29年２月 21 日～平成 30年２月 28 日） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

１１，１８９ 

百万円

１５７

百万円

５５

円 銭 

１．３９ 

今回修正予想（Ｂ） ８，７６７ △３６０ △３７２ △９．３９ 

増減額（Ｂ－Ａ） △２，４２２ △５１７ △４２７  

増減率（％） △２１．６ － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 2 月期) 
１２，６３８ １５３ １，４８３ ３７．４２ 

 

 

 

 

 

 

 

 



‐2‐ 

 

※ご参考（株式会社さが美） 

 従来の個別業績予想であります株式会社さが美（平成 29年２月 21 日～平成 29 年 12 月 20 日の株式会社さ

が美と平成 29年 12月 21日～平成 30年２月 28日のさが美グループホールディングス株式会社と子会社株式

会社さが美の合計）は以下の通りとなります。 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

１１，１８９ 

百万円

１５７

百万円

５５

円 銭 

１．３９ 

今回修正予想（Ｂ） １１，０３８ ５ △１５ △０．３８ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１５１ △１５２ △７０  

増減率（％） △１．３ △９６．８ －  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 2 月期) 
１２，６３８ １５３ １，４８３ ３７．４２ 

 

２．修正の理由 

(連結業績予想) 

平成 30 年２月期通期の業績予想（平成 29年２月 21 日～平成 30 年２月 28 日） 

営業収益については、下半期最大の展示販売会である京都展の取り組み強化等により、上半期の売上

減少のカバーを見込んでおりましたが、計画以上にご来場は頂いたものの会場成約高が計画を下廻った

こと等により、上半期の売上減少をカバーするまでには至らなかったことによります。 

利益面におきましても、従来以上に経費を削減すべく取り組んではおりますが、展示販売会における

ご来場者数が計画以上となった事による経費の増加に加え、高額品の販売実績が低調だったことから荒

利益率が低下したこと等により営業収益の落ち込みをカバーするには至っておりません。 

以上の状況から、通期の業績予想を下方修正することといたしました。 

 

(個別業績予想) 

   当社は、平成 29年 12 月 21 日より持株会社体制へ移行し、商号を「さが美グループホールディングス 

  株式会社」へ変更いたしました。本移行に伴い、きもの小売店の店舗運営業務等を新たに設立した「株 

式会社さが美」に承継いたしましたので、当社は持株会社となりました。さが美グループホールディン 

グス株式会社の収入は、今までの事業収入と異なり、子会社からの経営指導料及び不動産賃貸料収入等 

であるため、持株会社への移行日以降、当社単体の収入は第３四半期までの収入と比べて大幅に下廻り 

ます。そのため、個別業績予想は、営業収益、経常利益、当期純利益ともに前回予想を下廻る見通しで 

あります。 

 なお、持株会社移行前に事業会社として想定していた個別業績予想に関しましては、以下「※ご参考 

（株式会社さが美）」をご覧ください。 

 

※ご参考（株式会社さが美） 

   営業収益の減少により、利益面においても前回予想を下廻る見通しであります。これは、連結で述べ 

  た理由と同様であります。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表時点において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業

績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


